
 

神奈川県立厚木西高等学校 

令和５年度 第１回学校運営協議会 議事概要 
  

日時  令和５年６月 14日 (水)  

   15：10～15：50  

場所  厚木西高等学校 会議室  

 

１ 開会 

(1) 校長挨拶  ・入学生の様子 

  ・西翔祭体育の部の様子 

  ・高校改革第Ⅲ期について 

(2) 学校運営協議委員の委嘱、紹介  

(3) 役員選出（敬称略）   ・会長 ： 鈴木正一様  承認 

            このあと、委員自己紹介 

 

２ 報告・協議事項 

(1) 令和５年度 学校運営協議会活動について   

      学校から説明、共有   第２回運営協議会 １２月１３日を予定  

(2) 厚木西高等学校における学校運営協議会の傍聴要領(案)について 

   学校から説明、案の通り承認  （案）の文字削除 

(3) 厚木西高等学校の学校経営について（グランドデザイン、スクールポリシー、学校教育計画） 

   学校から説明、共有 

(4) 令和４年度 学校評価のまとめについて 

学校から説明、共有 

(5) 令和５年度 学校目標について 

各グループ代表から説明、共有 

  【学習支援G】 ・新カリは単元ごとの目標設定。 

  ・TT、習熟度別等を行うので担当者間での情報共有、ICTへの取り組み。 

 【キャリア支援G】 ・ICT 活用、スタディサプリは English に加え高校講座も入れて取り組み。 

  【生徒支援G】 ・４～６月は自転車の事故が多発。１年生で報告がでたものだけで 15件。 

  ・市役所交通安全課と連携してヘルメットのインフルエンサー募集。 

  ・今年度はスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー毎週１日来校。 

  ・生徒情報共有と、１人１人に寄り添う取り組みを目指す。 

 【活動支援G】 ・体育の部 来校へ謝意。ほぼ本来の形で実施できた。 

  ・文化の部、部活動もコロナの制約緩和、従来に近い形での実施。 

 【学校管理G】 ・５月に PTA総会。 

・PTA で体育の部で生徒にペットボトル配付、広報委員会で写真撮影。 

  ・電気代が急激に上がった。無理なくコスト削減を目指したい。 

  ・今月防災訓練実施。防災意識を高めていきたい。 

 【地域・共生G】 ・HPの更新、発信について上手く回していきたい。 

 

(6) 令和５年度 不祥事ゼロプログラム(案)について 



 

学校から説明、最終的に職員会議で決定。 

(7) 令和５年度 年間計画及び実施日程について 

提示 

(8) その他  各委員からご意見や疑問など（敬称略） 

 【委員】  ・見学時、落書きがないことに驚いた。今後、地域の住民として、高校生と一緒にどの 

ようなことをどのようにやるとうまくいくのか。地域と高校生で一緒に地域清掃を行う 

ことにどんな意味があるのか、疑問を持ちつつも期待している。 

   →壁などに落書きはない。机上は試験前にきれいにさせる。 

   本校は、生徒が上履きのかかとを踏んでいない、天井に穴が空いていない、 

   トイレに鏡がある・・・家庭や小中学校できちんと身についているようだ。 

  【委員】  ・節電について。休日、夕方、トイレの照明。ほんの気持ちの問題。声かけがあるとよい。 

  【委員】  ・森の里小、中学校はコミュニティスクールのモデル地区。いろいろやっている。県立 

高校のものとは様子が大分違うようだ。 

     ・学校評価を、翌年のグランドデザインに反映させるのか、評価をどのように生かして 

いくのかが大切。 

  【委員】  ・今まで障がい者中心に見てきた。今後コロナ後の行動、地域との連携は積極的に行 

う方向なのか。インクルーシブ校として、障がい者とともに、共生という視点で、特別 

支援学校との交流なども必要かと思う。 

  【委員】  ・落ち着いた学校という印象。TT と特別募集の生徒への対応について様子を聞きた 

い。 

     ・手帳を持っている生徒もいる中で、多様性を考えながらインクルーシブ校だからこそ 

やれることはあるのか考えたい。 

   →数英国理でTT実施。例えば１年数学では２クラス３展開、１クラス２展開で習 

熟度によりクラスの生徒数少なめにして TT実施。 

 →学校案内のカリキュラム表にある「職業と生き方」の授業は特別募集生徒が選

択。個別教育計画を作り、特別支援学校の手法も取り入れて対応している。 

  【委員】  ・R5学校目標を見ると、生徒が主人公なのだと感じた。障がい者に対する手法と同じ 

ような言葉を使っている。１人１人の自己実現にどこまで関わり対応できるか。主体性 

を大切にしているという印象。 

   【委員】  ・情報量が非常に多い。コンサルタントとしては目標を大切にする。そもそも何のために 

やっているのかをはっきりさせることが大切。 

  【委員】  ・今回は年度初めの会なので、学校の説明を聞いて今年度の進め方を承認する会。 

さまざまな経験・立場の方から意見を伺う機会として有益。皆で情報を共有しつつ、 

この場は何をする場なのか、目的をはっきりさせて進めていく必要がある。今後、整 

理していきたい。 

 

３ その他 

第２回学校運営協議会 令和５年 12月 13日（水）午後予定 

詳細は後日ご連絡いたします。 

 

４ 閉会 

以上 

 

 



 

出席委員（敬称略） 

内山 崇行 厚木西高等学校 ＰＴＡ会長 

遠藤 岳洋 社会福祉法人 愛の森 愛の森学園 施設長 

大関 進也  神奈川県央地域若者サポートステーション 相談員 

小田中 正格 厚木市立森の里中学校 校長 

櫻井 正人 株式会社 アマダプランテック 統括リーダー 

杉山  仁 厚木市立森の里小学校 校長 

鈴木 正一 神奈川工科大学 学生支援本部 学生サポート室 研究主幹 

永嶋 信一 森の里地区地域福祉委員会 委員長 

原田 充治  森の里自治会連絡協議会 会長 

澤田  裕 厚木西高等学校 校長 

 


